
（20ヶ所）

(a=78,b=271,c=134)
※a,b,cは屋根の出幅です。

屋根の外寸
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※下記寸法はＳＧ‐３５８T・GPB-4連棟の寸法です。施工の際は必ず対象機種の基礎図寸法に則って下さい。

厚さ12mmのベースプレートにアンカーボルトを
通し、柱を固定する構造です。アンカーボルトＭ
12に対して、ベースプレートの穴径は16mmです。
アンカーボルトの位置は正確にお願いします。

本体組立後に受け皿を埋め込む場合

対角を必ず見る。重要です。
対角の狂いは製品本体への影響が
大きく、スチール製品の特性上、組
立時の調整は困難です。

アンカー位置は正確に！アンカー位置は正確に！ 外周部分は慎重に外周部分は慎重に

土台を設置する外周部分は、水平でフラットになるよ
うに特に気を付けて仕上げてください。隙間が出来
たり、建物がゆがんだりしてしまいます。

基礎図参考資料
ＳＧ Type ベタ基礎仕様(一般型)の場合

レール受け皿を土間に埋め込み、移動柱を固定できるようにします。
向きをお間違えの無いようご注意ください。

庫内側から見て“BUNKA”のローマ
字が読めるように設置すること

庫外側庫外側

庫内側庫内側

レール受け皿レール受け皿
※柱が立つアンカー部の高
さは基礎天と同じとし、
段差で下げてはいけま
せん。

庫内への雨水浸入を防ぐため段差を設ける（６mm）庫内への雨水浸入を防ぐため段差を設ける（６mm）シャッターが下りる面や移動柱がスライドする
面は重要ですので、水平に仕上げてください。
シャッターが下りる面や移動柱がスライドする
面は重要ですので、水平に仕上げてください。
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土台がギリギリのる寸法ですので、
面取りはしないで下さい。
※水切り板で隠れる部分です

面取りはしない！面取りはしない！
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